
※	本編表記内容は、東京大学　先端科学技術研究センター光免疫治療センターの許可を得て転載しています。

◦	近赤外線の照射で活性化されがん細胞など殺すシリコン・フタロシアニン化合物で垂直方向のリンカーの結合
部位を持つ新規の光増感化合物です。

◦	リンカーまたはリンカー先の化合物を介して抗体や抗体ミメティクスなどの人工合成タンパク質に結合できます。

◦	光免疫療法は、腫瘍細胞を認識する抗体に光で活性化される化合物（光増感剤）を結合させた薬を使用します。

◦	薬の活性化には、腫瘍細胞局所に集まった光増感剤に効率よくエネルギーを与えるために、体の深部に到達でき
る近赤外光（690nm）を使用します。

◦	光照射によりエネルギーを受け取った光増感剤は化学反応を起こし、細胞表面付近で細胞を傷害する物質（一重
項酸素）を発生させます。

◦	光増感剤が集積した腫瘍細胞のみを殺すことで、周囲の正常細胞、組織へのダメージをなくした新しいがんの治
療法として開発が進められています。

近年、新しい近年、新しいがん治療法がん治療法として、として、近赤外光近赤外光を使用したを使用した
光免疫治療法光免疫治療法の開発が進められています。の開発が進められています。
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新製品情報

光活性試薬
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Ax-SiPc 対称シリコンフタロシアニン

5 steps, 16% Single isomer
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Cat.No: C1118B

このカタログの記載内容は2023年5月現在のものです。

◦仕様および外観、価格は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。◦製品カラーは、撮影・印刷インキの関係で実際の色と異なって見えることがあります。◦価格には、消費税が含まれておりません。
◦記載されている会社名、製品名およびロゴは、当社または各社の商標および登録商標です。本文中に「TM」、「Ⓡ」は記載しておりません。
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項目 96ウェルプレート用 マウス用
中心波長 690±10nm
出力 30mW/cm2以上 (注 ) 100mW/cm2以上
電源仕様 24V2.1A ACアダプタ
調光ユニット 出力調整用ボリューム 点灯スイッチ

(注 )各ウェルへの照射強度

※	 再現性のある実験のためには照射強度を測定する光パワーメーターが別途必要です。
※	 本リーフレットの記載内容は、改良などにより予告なしに変更することが有りますのでご使用の際は最新版の情報を確認してください。

光 源 仕 様

Ax-SiPcを標識したHerceptinによる光照射依存的な細胞傷害活性

※	全ての図はK. Takahashi, et al. Synlett 2021, 32, 1098 DOI: 10.1055/a-1503-6425 
をもとに作成しています。

Ax-SiPc を標識したHerceptinによる
光照射依存的な細胞傷害活性

 KPL-4 (HER2 高発現株）光照射あり
 KPL-4 (HER2 高発現株）光照射なし
 MCF-7 (HER2 低発現株）光照射あり

K. Takahashi, et al. Synlett 2021, 32, 1098 DOI: 10.1055/a-1503-6425 をもとに作成
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●	 KPL-4 (HER2 高発現株）光照射あり
■	 KPL-4 (HER2 高発現株）光照射なし
▲	 MCF-7 (HER2 低発現株）光照射あり

9 6 ウ ェ ル プ レ ー ト 用 マ ウ ス 用

試薬を用いた実験にすぐに取り掛かれるように適合する光源をご用意しています。

各ウェル直下にLED 特許出願中

ウェル間の照射強度ばらつきを軽減する機構を備えます
照射位置の調整器具付 特許出願中

対象への照射位置および照射強度を簡便に再現できる機構を備えます

試薬に適合した近赤外光源


